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【内容要旨】（1,200字以内） 
 【背景】医療施設における抗菌薬の適正使用促進は、感染制御チームの主要業務の一つで

ある。抗菌薬の使用量サーベイランスは問題となる抗菌薬使用状況を把握するとともに、適正

使用の評価のための指標となる。現在地域単位、国単位でのサーベイランスの報告や、抗菌

薬使用密度(AUD)及び抗菌薬使用期間(DOT)と抗菌薬耐性率の相関性に関する報告は散

見されるが、その結果は報告により多様である。今回、山形大学医学部附属病院における注

射用抗菌薬使用量(g/年)、AUD 及び DOT を算出し、主な臨床分離菌の抗菌薬耐性率との

相関性を検討することで、サーベイランスの要点となりうる指標について検討した。 

 【方法】2010 年度から 2016 年度にかけて算出した年度別の各抗菌薬の AUD と P. 

aeruginosa 、 E. coli 、 A. baumannii の抗菌薬耐性率との相関性ついて検討した。月別の

解析は 2012 年度から 2016 年度にかけて、0 か月前から 12 か月前の AUD と A. baumannii の

抗菌薬耐性率との相関性を検討した。 

 【結果】注射用抗菌薬の全使用量は、2010 年度より急増し年々増加している。AUD の年度

別合計は 2013 年度より増加傾向を示し、DOT は年度別の合計に大きな変化は認められなか

った。2010年度の P. aeruginosa 、 E. coli 、 A. baumannii の耐性率は概ね低いものであっ

た。2016 年度には、 A. baumannii では多くの抗菌薬に対し高い耐性率を示したが、 P. 

aeruginosa 、 E. coli の感受性は保たれていた。年度別の相関性の検討ではセフトリアキソン

やセフェピムの AUD と E. coli の耐性率に、ミノサイクリン(MINO) の AUD と A. baumannii 

の耐性率に有意な相関性が認められた。月別の検討ではセフタジジム(CAZ)の AUD と 9 から

12 ヶ月後の CAZ に対する A. baumannii の耐性率に、また、MINO の AUD と 0、1、3 ヶ月後

の MINO に対する A. baumannii の耐性率に相関性が認められた。 

 【考察】当院での第 3 世代、第 4 世代セフェム系抗菌薬やテトラサイクリン系抗菌薬の AUD

は全国の国立大学病院での平均値より高い傾向にあり、今回 E. coli や A. baumannii の耐

性率と相関性が認められた一因であることが示唆された。また、年度毎の検討では相関性の

認められなかったCAZの相関性が月別の検討では認められたことより、サーベイランスには月

単位で、期間をずらした検討も有用であることが新たに示唆された。 

  【結論】2010 年度から 2016 年度にかけて算出した各抗菌薬の AUD と各臨床分離菌の耐

性率との相関性ついて年度別、月別に分けて検討した結果、サーベイランスには月単位での

検討が有用であること、また、当院ではセフェム系やテトラサイクリン系抗菌薬に重点をおいた

サーベイランスが有用であることが新たに示唆された。抗菌薬使用量と臨床分離菌の耐性化

についてより詳細な検討を行うため、今後も継続的なより大規模なサーベイランスが重要であ

る。 
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